
金
四
聞
古
政
志
響

廿
七

と
い
へ
り
o
m
U
叙
定
則
陀
は
‘
図
次
は
臨
仁
の
頃
に
て

・
加
列
車
同
江

と一
E
ひ
、
家
次
は
加
州
能
美
郡
能
曲
一
武
村
K
位
す
と
。
能
美
郡
名
蹴
誌

陀
一E
ム
。
能
美
村
に
今
本
願
寺
の
道
場
あ
り
o
此
八
九
世
の
胞
に
勝

史
家
次
と
て
、
刀
叙
鍛
冶
の
名
前
き
者
あ
り
。
文
明
年
中
蓮
如
上
人

一
剣
主
煉
う
て
迷
如
上
人

へ
献
ヂ
。

上
人
菩
佼
せ

の
門
徒
と
な
り

ら
れ
、
謝
砲
と
し
て
揃
』向
名
披
の
一
紙
に
、
自
問
中
に
て
文
明
六
年
五

月
H
八
日
謹
如
願
主
性
賢
と
裏
合
し
興
へ
ら
れ
た
り
と
て

、
今
此
道

場
K
仰
れ
り
。
赴
は
将
監
と
一
冨
ム
俗
名
を
ば
‘
共
唱
へ
の
ま
aA
K
法

名
性
用
H
と
な
し
脅
き
奥
へ
ら
れ
し
と
也
。
此
鍛
冶
は
同
銘
三
代
。
終

段
家
次
は
此
村
の
橋
爪
に
家
居
せ
し
放
に
、
此
刀
剣
を
橋
爪
物
と
い

ふ
な
り
。
四
代
目
よ
り
宋
も
代
々
し家
次
と
て
、
貞
平
年
中
ま
で
.
此

村
陀
有
り
て
刀
鍛
冶
を
裁
と
し、

共
後
は
此
業
主
止
め
て
農
業
主
な

し・

浮
土
民
宗
の
道
場
と
成
り
た
り
。
又
此
家
の
何
代
目
な
る
か
、

寛
永
年
中
次
男
K
家
吉
と
て
、
此
村
の
内
へ
別
家
し
た
る
一
代
鍛
冶

あ
り
。
此
子
孫
も
今
は
農
業
の
み
に
で
あ
り
け
り
。
と
い
へ
り
。
改

作
所
管
記
托
絞
せ
た
る
点
卒
三
年
六
月
刀
鍛
冶
取
調
舎
に
・
家
次
と

申
鍛
冶
之
末
、
能
美
郡
能
美
村
に
今
以
有
ν
之
。
と
見
b
、
鍛
冶
系
闘

に
も
・
六
代
目
白
弘
次
点
字
の
頃
存
生
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
貞
卒
年
中

家
三
郎
右
街
門
は
、
二
代
将
監
家
次
の
弟
子
に
て
、
是
よ
り
陀
雑
尼

と
拙
叫
す
。
三
郎
右
衛
門
勝
家
の
子
家
窓
普
三
郎
は
、
利
家
卿
の
時
打

物
被
司仰
何
一
天
正
之
頃
病
死
す
と
紀
賊
す
れ
ど
‘
二
代
将
監
家
忠
の

時
代
と
建
へ
り
。
由
来
舎
は
週
間
な
る
べ
し
。

O
鍛
冶
勝
国
侍

刀
鍛
冶
系
聞
に
一
式
ム
。
陀
級
尼
の
組
三
郎
布
街
門
跡
家
よ
り
三
代
目
一

勝
家
の
子
息
助
家
宜
、
共
子
誓
三
郎
市
部
盤
、
共
子
善
三
郎
家
E
究
文

一

元
年
K
受
領
し
、
伊
藤
大
検
橘
勝
図
と
改
稿
す
。
共
子
を
善
三
郎
勝

一

図
と
云
ひ
.
貞
享
の
頃
存
生
。
と
あ
り
。
享
保
五
年
正
月
勝
国
啓
三
一

郎
の
由
来
容
に
云
ム
。
元
組
勝
家
三
郎
右
衛
門
は
・
二
代
目
終
段
家
一

次
の
弟
子
K
て
、
是
よ
り
陀
雑
厄
と
打
ち
、
共
子
家
箆
誓
三
郎
は
・

-

利
家
卿
の
時
打
物
被
ι一仰
何
一
天
正
之
頃
病
死
。
二
代
家
主
著
三
郎
は
・

一

初
代
家
震
の
三
男
に
て
、
利
長
卿
度
々
打
物
被
=仰
付
一
一
止
保
元
年
病

一

死
。
三
代
家
盆
替
三
郎
、
利
常
卿
の
時
打
物
被
同仰
付
一
四
壮
大
納
言

一

殿
へ
被
昆仰
建
一
伊
抽
出
大
検
橘
勝
図
と
受
領
仕
。
先
組
以
来
藤
原
氏
之
一

成
.
是
よ
り
橘
氏
に
被
=
成
下
一
一紛
旨
頂
鍛
仕
、
究
文
十
二
年
病
死
。
一

四
代
目
勝
国
誓
三
郎
、
焚
武
元
年
病
死
。
五
代
目
勝
図
も
、
普
三
郎
一

と
糾
す
。
と
あ
り
。
叉
同
年
綜
府
へ
の
上
申
蜘
u
k
.
陀
雑
尼
橘
勝
闘
一

金
一
滞
古
股
志
巻
甘

七

ま
で
六
代
遮
紛
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
此
の
後
、
鍛
冶
の
職
業
主
腹

し
、
浴
場
坊
主
と
成
り
た
り
げ
ん
。
叉
彼
の
家
士
同
も
、
鍛
冶
系
聞
に
・

家士口
加
州
能
奨
郡
能
美
村
居
住
、
立
永
年
中
迄
作
v
之
・
共
後
退
仰
と

あ
り
。
さ
れ
ば
家
次
家
吉
は
始
終
能
美
郡
能
美
村
に
居
住
し
・
金
津

に
は
住
居
せ
ざ
り
し
と
聞
ゆ
れ
ど
、
将
監
家
失
は
営
留
に
て
古
宮
鍛

治
な
る
の
み
な
ら
宇
。
勝
閤
・家
忠
図
平
等
も
皆
此
の
流
な
り
け

hν

。
O
鍛
治
勝
家
侍

刀
鍛
冶
系
闘
に
一
耳
ム
。
一
冗
阻
勝
申
棋
は
館
前
の
位
入
国
守
の
子
孫
に

て
‘
一
一
一
代
田
図
的
寸
の
子
也
。
初
代
図
守
は
来
図
安
の
弟
子
也
。
勝
申
棋

は
陀
総
尼
の
組
に
て
、
三
郎
右
術
門
と
稀
し
・
加
州
に
来
位
す
。
ニ

代
勝
家
は
新
助
と
綿
し・

務
官
の
頃
加
州
金
爆
に
住
居
す
。
此
後
代

々
同
銘
に
て
、
四
代
勝
中
棋
は
彦
市
と
一
耳
ひ
‘
波
長
の
頃
也
。
此
子
孫

勝
重
も
彦
市
と
綿
し
、
貞
享
の
比
加
州
小
松
K
位
す
。
叉
彦
市
勝
家

の
兄
誓
三
郎
家
遮
と
一
耳
ひ
、
共
子
二
代
家
訟
も
誓
三
郎
と
綿
し
、
岬
品

文
一
光
年
に
受
領
し
て
伊
強
大
検
橘
勝
閣
と
改
mmす
。
此
子
二
代
勝
図

善
三
郊
の
弟
を
勝
家
普
八
と
稀
す
。
貞
享
の
比
存
生
す
。
と
あ
り
。

按
十
る
に
、
立
保
五
年
勝
悶
・
家
忠
・
光
平
等
の
肉
古
都
住
民
‘
元
組
勝

善
三
郎
は
こ
代
目
格
段
家
衣
流
K
て
、
先
組
勝
中
部
よ
り
六
代
家
業

相
紋
仕
り
.
打
物
宜
し
く
仕
る
。
と
減
せ
ら
れ
た
り
。
貞
享
元
年
の

鍛
冶
の
取
捌
性
K
.
品
班
活
・勝
闘
を
ば
上
作
の
一

，こ
と
す
。
加
越
能

鍛
冶
由
来
考
に
、
立
文
の
比
伊
強
大
抜
勝
閣
と
云
ひ
、
共
子
陀
肌
拙
尼

勝
吉
則
ち
笹
三
郎
と
一
耳
ふ
。
己
上
七
代
也
。
と
減
せ
た
る
も
の
は
、
元

組
勝
家
よ
り
の
代
数
な
り
。
此
の
後
々
も
子
孫
漣
綿
せ
り
。
脚
且
眠
山
元

年
の
翻
役
に
、
勝
国
松
戸
誓
三
郎
と
あ
り
。
天
明
三
年
の
飛
鳥
川
紀

K
は
、
御
刀
鍛
冶
二
拾
依
松
戸
善
太
郎
勝
国
と
記
減
せ
り
。
按
や
る

に
・
一
冗
組
勝
家
以
来
、
陀
羅
尼
を
家
の
精
鋭
と
せ
し
は
、
如
何
な
る

防
総
よ
り
起
り
け
ん
。
共
の

-m来
を
記
椛
せ
し
も
の
未
だ
見
首
ら

ヂ
。

笠
記
K
・
金
郡
山
崎
町
悶
上
屋
柄
欄
右
衛
門
と
い

ふ
者
の
要
は
、

陀
議
尼
鍛
冶
次
兵
衛
と
い
ふ
者
の
娘
た
る
が
、
陀
羅
尼
鍛
冶
吉
兵
衛

の
弟
六
磁
と
云
ム
者
と
密
通
し
、
四
期
右
衛
門
を
殺
害
す
る
に
付
宮
、

元
和
四
年
の
都
泉
同
叫
に
於
て
釜
煎
の
刑
広
市
出
せ
ら
る
よ
し
見
ね
た

り
。
右
陀
紘
尼
鍛
冶
次
兵
術
・吉
兵
衛
も
、
品H
勝
家
・勝
閣
の
-一
族
に

て
.
共
の
比
一
類
多
か
り
し
と
聞
ゆ
。

O
鍛
冶
光
図
偲

刀
鍛
冶
系
闘
に
、
三
代
目
勝
家
の
子
初
代
家
思
普
三
郎
の
二
男
.
光




